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我々は、すばるディープフィールド (SDF)に存在する z ≈ 1.47と 1.62の [OII]輝線銀河に対し、すばる望遠
鏡の FMOSを用いて近赤外線分光観測を行った。そして、118個の星形成銀河の分光同定に成功した。本講演で
は、これらの銀河の静止系可視領域に見られる 6個の輝線 ([OII], Hβ, [OIII], Hα, [NII], [SII])を用いて、z ∼ 1.5
の星形成銀河の星間ガスの物理状態を議論する。
最近の研究から、z ∼2–3の星形成銀河は強い [OIII]輝線を持ち、近傍の星形成銀河と比べてイオン化パラメー

ターが高くなっていることが示唆されている。これは、遠方銀河の星間ガスの物理状態が近傍銀河と異なること
を意味する。例えば、近傍銀河で成り立つ輝線診断法を用いて遠方銀河の星間ガスの金属量の推定する場合には
大きな影響がある。したがって、遠方銀河の性質を正しく理解するためには、静止系可視の主要な輝線から星間
ガスの物理状態を明らかにすることが必要不可欠である。我々は、z ∼ 1.5の星形成銀河の [OIII]/[OII]は近傍の
星形成銀河と比べて大きく ([OIII]/[OII]>∼1)、小質量銀河ほど [OIII]/[OII]が大きくなることを明らかにした。こ
の結果は、z ∼ 1.5でも星形成銀河のイオン化パラメーターは近傍に比べて大きいことを示唆する。[SII]輝線か
ら見積もった電子密度は近傍銀河と同等であることから、イオン化パラメーターが高く質量依存性がある原因と
して、若い星種族によるハードな輻射場や大質量星からの電離光子の増加が考えられる。さらに、z ∼ 1.5の星形
成銀河の N/Oは、近傍銀河と比べて大きい示唆を得た。また、z ∼ 1.5の星形成銀河の Hαと [OII]には正の相
関関係があり、[OII]輝線の光度は z ∼ 1.5でも星形成率の推定に有効であることを確認した。


